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ダ，タム、ンノイ， ？＇） レパマンサク， リョウプなど，
沢部ではハク ウンボク，ツリパナ，クロモジ，ヒ
メコマユミなどが多い。草本植物では南限にあた
るとされるニッコウキスゲや分布範囲の狭いアシ
ュウテンナンショウをはじめ， トキワイカリソ
ウ，カキノハグサ，チョウジギク，モウセンゴケ
などもみられる。
動物については本州に生息する大型動物の大部
分が確認されており，ツキノワグマ，カモシカ，
ホンシュウシカ，キツネ，タヌキ，テン，ムササ
どなどのほか分布上重要なヤマネ，クロホオヒゲ
コウモリなども確認されている。この地域ではツ
キノワクやマがスギの幹の樹皮を剥くやし、わゆるクマ
ハギが多く，その対策に苦慮している。鳥類は33
科 101種が確認され，数少ないものとしてアカシ
ョウビン，コノハズク，クマタカ，オオタカなど
が生息しているほか，アオシギ，オシドリ，ハギ
マシコ，オオミズナギドリなどの飛来も確認され
ている。
演習林設定以前の森林の取り扱いについて詳し
い記録はないが，明治中頃から大正初めにかけて
全域にわたりスギやクリが伐採されたといわれて
いる。それ以前には由良川の最上流地域に小集落
があり，スギやミズメなどを材料にした日用品の
製作や，火入れによるかやの生産，下流では薪炭
材の伐採や炭焼が行われていたようである。演習
林の設定後スキ。の伐採が行われたが，林相の悪化
がみられたため昭和初期に中止し，スギの育成に
重点が置かれ広葉樹の伐採とスギ人工林の育成及
スギ天然生林
（大正から昭糊期に広葉樹が伐採＼
されスギの天然木が育成された ／ 
?
?
?。
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植樹祭（毎年6月に教職員全員で苗木を植＼
栽し森林育成への理解を高める ／ 
び椎茸栽培や製炭などが行われた。昭和20年代後
半から林道が開設されはじめ，海抜600m以上の
森林の択伐と皆伐及び人工林の育成がすすめら
れ， 40年代後半から林相に応じた択伐と小面積皆
伐による天然生林の保育と人工林育成作業が細か
く組み合せて行われるようになった。
演習林は主に農学部林学科と林産工学科に関す
る研究と突習に利用されているが，農芸化学科や
理，工学部など他学部の多くの研究者にも利用さ
れ，最近森林特に天然林に関する関心が高まり，
学内外の多方面の研究や実習，見学などに利用さ
れるようになった。本演習林では教職員18名が試
験研究と管理運営にあたっている。現在の主な試
験研究はスギ ・落葉広葉樹天然林の林分構造と更
新機構の解析及び施業法に関する研究で，内容は
多岐にわたっている。また貴重な樹木や林分の保
存のための調査を行うと共に，実習や研修のため
の樹木園の設定，樹種の表示，材鑑や資料の展示
も行っている。本演習林は試験研究や実習を目的
に設定されているが，一般の入林については徒歩
に限って許可しているので，自然や森林に関心の
ある方は利用していただきたい。入林の手続きや
情報，資料は演習林本部計画掛（内線 6420），ま
たは芦生演習林（07717-7-0321）に照会されたい。
（農学部附属演習林）
揺箪期の京都大学一創立90周年記念展ーの開催
このたび附属図書館では，京都大学が6月18
日に創立90周年を迎えたのを記念し，標記展示
会を開催することになりました。
テーマは“明治期の京都大学”とし，本学の
創設に至る帝国議会や文部省の動き，四分科大
学，初期のエネノレギー施設，図書館等の姿をあ
らわす資料を展示いたします。
浅井忠商伯による初代木下広次総長の肖像
画の初展示，勅令209号及び同勅令の発布に至
る内閣と文部省の文書のカラー写真によるパネ
Jレ展示も予定しております。
なお，期間中に本展示会に関連した記念講演
会も開催しますので，多数ご来場下さい。
記
1）日時： 11月16日（月）～28日（土）
(22, 23日を除く）
午前9時30分～午後5時
2) 場 所：京都大学附属図書館展示ホー
ノレ (3階）
3) 記念講演会：
日時： 11月19日（木）
午後2時～3時30分
場所：京都大学附属図書館
A Vホー ノレ（3階1
講 師 ：鯵坂二夫氏（京都大学名主主教
授，甲南女子大学学長）
演題：日本の教育と京都大学
（注）展示会，講演会とも一般公開，入場無料
く教養部〉
教養部においても，舎密局の創立以来，第三
高等学校に至る資料を中心とした展示会が開催
されます。多数ご来場されるようご案内します。
記
1）日時： 11月16日（月）～12月4日（金）
2）場
3）名
（日曜 ・祝日を除く）
午前9時～午後4時45分（土
曜日は2時45分，ただし， 21
日は12時まで）
所：教養部図書館1階
称：舎密局から三高へ
（附属図書館）
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